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２
月
６
日
、
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
豊
橋
に
て
、
第
３９

回
定
期
中
央
委
員
会
を
開
催
し
た
。
先
の
定
期
大
会

で
確
認
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
加
え
、
《
安
全
・
安
定

輸
送
の
確
立
、
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
勝
利
、
さ

ら
な
る
組
織
強
化
・
拡
大
、
参
院
選
・
静
岡
市
議
選

を
は
じ
め
と
す
る
全
選
挙
勝
利
》
と
し
て
掲
げ
た
サ

ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
、
当
面
の
活
動
方
針
を
満
場
一
致

で
決
定
し
た
。

委
員
会
で
は
、
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
の
取
り

組
み
や
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

⇒

２
０

２
７
」
に
基
づ
く
、
詳
細
な
当
面
の
活
動
方
針
等
が

提
起
さ
れ
、
１９
名
の
中
央
委
員
、
特
別
中
央
委
員
か

ら
力
強
い
補
強
意
見
が
示
さ
れ
、
最
後
に
、
尾
内
中

央
執
行
委
員
長
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
に
よ
り
締

め
く
く
っ
た
。

本
中
央
委
員
会
は
、
上
期
の
運
動
を
振
り

返
り
、
下
期
に
お
け
る
運
動
の
意
思
統
一
を

図
る
重
要
な
委
員
会
で
あ
る
。
特
に
、
２
０

２
５
春
季
生
活
闘
争
の
方
針
を
決
定
す
る
重

要
な
機
関
会
議
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
提
起
す

る
当
面
の
重
点
活
動
並
び
に
全
て
の
議
案
に

対
し
て
積
極
的
な
討
議
を
要
請
す
る
。

「
安
全
の
確
立
」
に
つ
い
て
は
、
残
念
な

が
ら
、
未
だ
安
全
を
損
な
う
事
象
の
根
絶
に

至
っ
て
お
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
東
海
管
内
で
も
昨
年

１２
月
に
高
塚
駅
構
内
に
お
い
て
、
保
守
作
業

中
に
協
力
会
社
社
員
の
触
車
死
亡
事
故
を
発

生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
原
因
究
明
並
び
に
再

発
防
止
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
ア
サ
ー
シ

ョ
ン
（
確
認
会
話
）
に
よ
る
安
全
意
識
の
高

い
職
場
風
土
作
り
に
向
け
、
組
合
員
の
安
全

意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
実
施
し
て
い
く
が
、
「
心
理
的
安
全
性
」

の
向
上
に
資
す
る
も
の
と
し
て
展
開
し
て
い

く
。
全
組
合
員
に
浸
透
さ
せ
、
「
ア
サ
ー
シ

ョ
ン
の
あ
た
り
ま
え
化
」
を
図
っ
て
い
く
。

「
組
織
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
は
、
対
面

に
よ
る
声
掛
け
か
ら
始
め
、
対
話
を
活
性
化

さ
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
組
合
活
動
の

原
点
で
あ
る
「
相
互
扶
助
や
助
け
合
い
の
精

神
」
を
、
今
一
度
強
く
意
識
し
な
が
ら
各
種

活
動
を
進
め
て
頂
く
よ
う
要
請
す
る
。

「
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
の
実
現
」
に

向
け
て
は
、
各
級
機
関
並
び
に
組
合
員
と
緊

密
に
連
携
・
議
論
し
た
上
で
、
進
む
べ
き
方

向
を
見
定
め
る
と
と
も
に
、
政
治
政
策
活
動

等
に
お
い
て
得
ら
れ
た
知
見
を
広
く
共
有
し

た
上
で
、
各
種
労
使
交
渉
・
協
議
を
展
開
し
、

そ
の
経
過
に
つ
い
て
再
び
組
織
内
で
議
論
を

図
る
と
い
う
、
課
題
解
決
に
向
け
た
好
循
環

に
よ
り
、
具
体
的
提
言
「
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
ン

パ
ニ
ー
ビ
ジ
ョ
ン⇒

２
０
２
７
」
の
実
現
に

向
け
て
不
断
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
」
に
つ
い
て

は
、
将
来
を
見
据
え
た
「
経
営
体
力
の
再
強

化
」
に
基
づ
く
更
な
る
変
革
へ
の
対
応
に
取

り
組
み
、
将
来
に
わ
た
り
３
世
代
鉄
道
を
安

全
・
安
定
に
運
用
し
、
「
将
来
に
わ
た
る
会

社
の
発
展
と
組
合
員
・
家
族
の
幸
せ
実
現
」

に
向
け
た
責
任
を
果
た
し
続
け
て
い
く
た
め

に
重
要
な
取
組
み
と
な
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
グ
ル

ー
プ
全
体
で
、
人
財
の
確
保
が
持
続
で
き
る

魅
力
あ
る
労
働
条
件
と
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
で
は
、

組
合
員
の
弛
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
こ
の
間
の

厳
し
い
経
営
状
況
や
環
境
も
乗
り
越
え
、
経

営
が
大
き
く
回
復
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ

つ
、
こ
の
間
の
物
価
上
昇
へ
の
対
応
は
勿
論

の
こ
と
、
未
来
を
見
据
え
た
賃
金
面
で
の
前

進
を
図
る
こ
と
を
基
軸
に
、
制
度
や
福
利
厚

生
等
の
あ
ら
ゆ
る
労
働
条
件
の
向
上
を
目
指

す
、
「
総
合
生
活
改
善
」
に
資
す
る
闘
い
を

あ
ら
た
め
て
強
固
に
打
ち
出
し
、
組
織
の
総

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

最
後
に「
政
治
政
策
活
動
」に
つ
い
て
は
、

昨
年
１０
月
の
第
５０
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

で
、
私
た
ち
が
応
援
し
た
大
多
数
の
推
薦
候

補
者
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
た
。
こ

の
間
の
御
支
援
と
御
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。昨
今
の
政
局
を
鑑
み
て
も
、私
た
ち
国
民

生
活
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
政
治
が
極

め
て
重
要
な
役
割
と
な
っ
て
い
る
。
「
政
治

は
無
関
心
で
い
ら
れ
て
も
、
無
関
係
で
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
」。私
た
ち
の
課
題
も
政
治
の
場

に
繋
げ
、
解
決
に
取
り
組
ん
で
頂
い
て
い
る

関
係
議
員
の
支
援
を
引
き
続
き
要
請
す
る
。

な
お
、
当
面
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
本
日

の
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
掲
げ
る
、
本
年
７

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
２７
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
に
お
け
る
静
岡
県
選
挙
区
の
「
榛

葉
賀
津
也
参
議
院
議
員
」
、
全
国
比
例
に
お

け
る
「
田
村
ま
み
参
議
院
議
員
」
「
浜
野
よ

し
ふ
み
参
議
院
議
員
」
「
小
沢
ま
さ
ひ
と
参

議
院
議
員
」
を
は
じ
め
と
す
る
Ｊ
Ｒ
連
合
・

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
全
推
薦
候
補
者
の
必
勝

に
加
え
、
本
年
３
月
２３
日
の
静
岡
市
議
会
議

員
選
挙
で
駿
河
区
か
ら
出
馬
す
る
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
組
織
内
候
補
で
あ
る
「
牧
野
よ
し

な
お
」
氏
の
必
勝
に
向
け
、
絶
大
な
る
御
支

援
と
御
協
力
を
あ
ら
た
め
て
要
請
す
る
。

結
び
に
引
き
続
き
下
期
の
活
動
を
組
織
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
２
０
２

５
春
季
生
活
闘
争
で
大
き
な
成
果
を
結
実
さ

せ
ら
れ
る
よ
う
、Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン「
Ｏ
Ｎ

Ｅ
チ
ー
ム
」と
な
っ
て
、と
も
に
頑
張
ろ
う
。
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